
主目的 3 12 1

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

0

3,134

0.00

対前年比

子育て支援課

子育て支援係

担当部

担当課

担当係

事業類型

次世代育成支援対策行動計画を推進する

一般会計

268

Ｈ22決算額

02,779

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.05

3,047

0

0

0

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

0

3,134

97.2

3,047

その他財源

0

一般財源

0
財
源

事業番号

子ども会活動支援事業

141

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

健康福祉部

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

名称：

4 1

2‐1

地域住民組織

総合計画
分野別計

画

予算区分 3 1

保健福祉

根拠法令・個別計画

子育て支援

3

市が直接実施・運営

単位子ども会活動の振興を図るため、子ども会活動に補助金を交付し、世話人研修会、
こまキッズフェスタ、単位子ども会活動の活性事業等を実施する。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

地区の単位子ども会活動を活性化することで、市子連への加入団体の増加を図る。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

従事者数

人件費

従事者数

0.00

00

0.000.00

0268

費
用

0

直接経費 2,866

費用合計

0.05

人件費



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

H21

 

回

判　　　定

23 23

H22

H23H22

23

H23

23

3,000

6065

3,000

 

H21

57

3,000

23

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

こまキッズフェスタ入場者数

活
動
指
標

活動指標名

子ども会連絡協議会開催数

事業目的の
達成状況

こまキッズフェスタの来場者数は、２２年度も前年度同様で推移しており、イベントの魅力
が十分に認知されてきた結果と考えられる。児童館との共催についても、周知・啓発活
動も含め、市子連の負担軽減に繋がっている。しかし、単位子ども会活性化につなげる
ために、大型バスの借り上げ台数を増加したが、単位子ども会の市子連離れの歯止め
とはならなかった。

1,000

3,000

単位子ども会数
単
子

65

61

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

役員の負担軽減として行っているイベントの共催を始め、市子連を担当する臨時職員の
配置を引き続き行い、現状維持を目的として支援に努める。また、平成２３年度は東尾
張リーダー研修当番市のため、研修会開催のため経費を臨時的に補助し、活動の支援
を行う。

市子連の役員の負担軽減については、イベントの共催をはじめ、児童館臨時職員の職
務配分の見直しなど各種手段は講じている。しかし、現状以上の経常的な経済支援の
拡大は困難であり、他市の状況も踏まえた活動のあり方について、市子連と協議・検討
を行っていく。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響
事業廃止をすることで、市子ども会連絡協議会の活動は衰退する。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)
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